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相模原市



 
は じ め に 

 

 
 私たちのまち相模原は、首都圏に位置する政令指定都市であるとともに、雄大な丹沢の山な

み、ゆたかな相模川の流れ、広大な相模野の大地といった豊富な自然を有しています。 

 

 大気汚染や水質汚濁、ゴミの増加といった都市・生活型の問題に加え、近年問題となってい

る地球温暖化や資源の枯渇などの地球規模の問題は、私たちの身近な自然環境をも脅かすよう

になっています。こうした問題から自然環境を保全していくためには、地球規模の広い視野を

もって地域で着実に環境問題に取り組んでいくことが、とても重要です。 

 

 平成１３年に設置された「相模原市自然環境観察員制度」は、身近な自然環境への関心を高

め、環境保全意識の高揚を図ることや、大切な自然を保全していくための基礎資料を継続的に

集積していくことを目的とするもので、市民の皆様のご協力のもと調査を毎年実施してきまし

た。 

 

 平成２３年度は８８名の皆様に「自然環境観察員」としてご参加いただき、植物、野鳥、湧

水、河川生物相の各専門調査部会による調査や、それぞれの部会の企画による学習会や観察会

を実施しました。また、旧相模原市の区域を対象に実施してきた「全体テーマ調査」について、

平成２３年度は調査を休止し、これまでの１０年間の歩みをまとめる作業を実施するとともに、

津久井地域との合併によって拡大した市域全体を調査の対象とするための新たな調査方法を

検討しました。 

 

この報告書は、自然環境観察員の皆様１人ひとりが「相模原の身近な自然」を注意深く地道

に調査した記録や活動の内容をまとめたものです。この報告書が、身近な自然環境に皆様が関

心をもっていただく一助となり、さらには、より多くの皆様の着実な行動によって相模原の豊

かな自然環境がよりよいものになるよう、ご活用いただければ幸いです。 

 

最後になりましたが、自然環境観察員の皆様をはじめ、本制度の運営にあたりご協力をいた

だきました皆様に、心よりお礼申し上げます。 

 

平成２5年2月 

 

 

相模原市立環境情報センター 
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自然環境観察員制度について 

 

１ 自然環境観察員とは 

自然環境観察員制度は、身近な自然に目を向け、市民と行政が一体となって本市の自然環境

を調査し、現状や変化を捉えていく中で、環境保全意識の高揚を図るとともに、大切な自然を

監視・保全していくための基礎資料を継続的に集積していくことを目的としています。 

また、平成22年3月に策定した環境基本計画では、生物の生態調査や環境学習の推進のため 

の当初5か年の主な取組の一つとして、本制度による身近な生きもの調査の実施が挙げられて 

います。 

 

２ 自然環境観察員の募集 

   観察員の募集は「広報さがみはら」（平成２３年３月１日号）などで行いました。 
様々な世代の方からご応募をいただき、８８名を「相模原市自然環境観察員」として登録しま

した。 
 

３ 自然環境観察員制度の概要 

   本制度の運営及び活動については、以下のとおりです。 

 市民等を対象として「自然環境観察員」を公募し、「指標動植物種※」を中心に調査を実施し

ます。また、自然環境に関する知識の向上を目的に、ワークショップ、勉強会などを定期的に

開催します。 

 自然環境観察員による調査の結果は、年次報告書などに掲載して成果を広く公表し、自然環 

境基礎調査の継続データとして蓄積するとともに、指標動植物種を更新する際の基礎データと 

して活用します。 

 
  企画運営体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊指標動植物種 

地域の自然をはかるものさしとなるような動植物。観察・調査の際の指標として用いる種。

本市では、平成10～12年度に実施した相模原市自然環境基礎調査の結果により、独自に選

定しました。（相模原市自然観察ガイドブックP34参照） 

 

観察員 

・調査の主体的実施（全体調査、専門部会調査、任意調査、自主調査） 

企画会議 

・調査の対象・取りまと
め・発表について検討
し、計画を決定する 

環境政策課 
・募集・登録 

事務局（センター） 
・セミナー開催他、 
 全般支援 

博物館 
・調査計画・実施 
 とりまとめ支援 

運営委員 
・観察員の一部 
 

運営委員 
・各専門部会から２名 
・その他希望者 
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４ 実施内容 
（１）身近な生きもの調査 

 
 

 調査項目 調査日時 

１ 自主テーマ調査 随時 

２ 

専門部会調査 

 

植物調査部会 

平成２３年 

   ４月２９日   第１回植物調査部会 

   ５月２６日   第２回植物調査部会 

   ６月２４日   第３回植物調査部会 

   ７月 ５日   第４回植物調査部会 

   ８月 ２日   第５回植物調査部会 
   ９月１０日   道保川の植物観察会 
   １０月 ８日  第６回植物調査部会 
   １１月１２日  高田橋の植物観察会 

湧水調査部会 

平成２３年 

   ４月２９日   第１回湧水調査部会 
   ７月３０日   平成２２年度通年調査結果報告 
   ９月１８日   第１回湧水調査（豊水期） 
 
   ４月１６・２５日           湧水通年調査 
   ５月８・１８・２６日         湧水通年調査 
   ６月１６・１８・２１日        湧水通年調査 
   ７月１２・２３日           湧水通年調査 
   ８月９・１０・１８・２５・２６日   湧水通年調査 
   ９月１０・１６・２０・２６日     湧水通年調査 
   １０月９・１２・１７・１８・２１日  湧水通年調査 
   １１月１３・１５・１６日       湧水通年調査 
   １２月１２日             湧水通年調査 
  
平成２４年 
   １月２９日   第２回湧水調査（渇水期） 
   １月１０・１１・１８・１９・２３日  湧水通年調査 
   ２月８・１１・１７・２０日      湧水通年調査 
   ３月８・１２・１８・１９日      湧水通年調査 

河川生物相調査部会 
平成２３年 

   ４月２９日   第１回河川生物相調査部会 

   ７月 ９日   第１回河川生物相調査部会現地調査 

野鳥調査部会 

平成２３年 

   ４月２９日   第１回野鳥調査部会 

   ５月 ７日   第１回野鳥調査（春季・渡り期） 

   ６月 ４日   第２回野鳥調査（夏期・繁殖期） 
   ９月１０日   第２回野鳥調査部会 
   １０月 ９日  第３回野鳥調査（秋季・渡り期） 
平成２４年 
   １月１５日   第４回野鳥調査（冬期・越冬期） 
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（２）かんきょう学習セミナー 

 
（３）企画会議 

 
（４）とりまとめ部会 

 実施内容 実施日 参加者数 

1 

津久井地区の森林（講義） 
 鳥屋造林組合 渡辺 巌氏 
平成２３年度調査について 

4月２９日 ５１人 

2 

相模原市の植物の状況（講義） 
市民が取り組む植物調査の意義とその方法（講義） 
 相模原市博物館 秋山 幸也氏 
博物館施設見学 

６月２４日 ２２人 

３ 

一般公開セミナー 
水生昆虫のことを知る、水生昆虫を調べる（講座） 
水生昆虫の標本作製 
 相模原市博物館 守屋 博文氏 

9月 ４日 １４人 

４ 

一般公開セミナー 
「蛍を育む湧水めぐり」～道保川の湧水をめぐり、水質や

水生生物を調べよう～ 
１０月１６日 １１人 

実施内容 実施日 参加者数 

企画会議 6月３０日 １８人 

実施内容 実施日 参加者数 

第１回とりまとめ部会 ６月３０日 １３人 
第２回とりまとめ部会 
・とりまとめの中間報告 
・とりまとめ方法についての意見交換 

  ９月 ８日 ６人 
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第２章 調査事業 

 
１ 専門部会調査 

自然環境調査には、専門的な知識が必要なものや、グループで行ったほうが効率的なものが

あります。興味・関心が共通し、同じような問題意識を持っている人がまとまって様々な活動

をする中で、より専門的な活動が図れるよう専門部会を設置しています。 
 また、「全体テーマ調査」は稀少種などの特定の地域のみに生息・生育するものを調査するに 
は不向きで、専門部会は補完の役割も果たしています。 
 平成２３年度現在の専門部会の設置状況は以下のとおりです。 

 

※平成２３年度は過去１０年間のまとめ作業を実施した為、全体テーマ調査は実施していませ

ん。 

 

           表２－１ 専門部会の設置年度と登録者数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会名 設置年度 平成２３年度の登録者数 

植物調査部会 平成１４年度 ２４名 

湧水調査部会 平成１４年度 １４名 

河川生物相調査部会 平成１８年度 ２０名 

野鳥調査部会 平成１８年度 ２０名 



5 
 

（１）植物調査部会 

ア 設置目的 
     植物には限られた地域に生育しているものや同定が難しいものなどがあるため、全体テ

ーマ調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、自然環境基礎調査で得られた

稀少種のデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策を検討する上で非常に重要

です。そのため、植物に関心を持つ観察員が協力し合い、相模原市の貴重な植物の調査を

行うことを目的に植物調査部会を設置しました。 

イ 活動報告 
  （ア）第１回植物調査部会 

ａ 形 式  会議 

ｂ 日 時  ４月２９日（金） 

ｃ 場 所  環境情報センター ２階学習室 

ｄ 参加者  ７名 

ｅ 内 容   リーダー、サブリーダーを決め、平成２３年度の活動方針について話し

合いました。 
         

  （イ）第２回植物調査部会 

ａ 形 式  会議 

ｂ 日 時  ５月２６日（木）午前１０時～１１時３０分 

ｃ 場 所  環境情報センター ２階活動室 

ｄ 参加者  合計９名 

観察員７名（青野、浅原、宇山、加々宮、齊藤（嘉）、中、藤井） 
事務局２名（岩下 斉藤） 

ｅ 内 容   平成２３年度の活動方針について会議を行いました。 
 毎月１回の活動を基本とし、定例植物調査会及び連絡会を行う事を決定

しました。また今後の活動内容として、環境学習会を積極的に行うこと、

環境活動の一環として緑化活動を行うことを決定しました。 

（ウ）第３回植物調査部会（前半） 

ａ 形 式  第２回かんきょう学習セミナー（公開セミナー） 

ｂ 日 時  ６月２４日（金）午後１時３０分～４時 

ｃ 場 所  相模原市立博物館 実習実験室 

ｄ 参加者  合計１５名 

観察員   ９名（青野、市川、加々宮、小林（義）、金銅、齊藤（嘉）、中、

藤井、塩沢） 

           一般市民４名 

事務局２名（渡部、近藤） 

ｅ 内 容   植物調査の事前学習として、スキルアップを目的としたセミナーを開催

しました。自然環境観察員を対象と限定せず、公開セミナーとして一般の

参加も受け付けをしました。相模原市立博物館の秋山幸也氏を講師に迎え、

地域生物のインベントリー調査について学び、植物標本保管庫の見学を行

いました。 
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（エ）第３回植物調査部会（後半） 

ａ 形 式  会議 

ｂ 日 時  ６月２４日（金）午後４時～５時３０分 

ｃ 場 所  相模原市立博物館 実習実験室 

ｄ 参加者  合計１５名 

観察員９名（青野、市川、加々宮、小林（義）、金銅、齊藤（嘉）、塩沢、

中、藤井） 

一般市民４名 

事務局２名（渡部、近藤） 

ｅ 内 容   ７月１２日に植物観察を含めた調査を実施することを決定しました。 

（オ）第４回植物調査部会 

ａ 形 式  会議 

ｂ 日 時  ７月５日（火）午前１０時～正午 

ｃ 場 所  環境情報センター ２階活動室 

ｄ 参加者  合計８名 

観察員６名（市川、小野、齊藤（嘉）、中、藤井、山口（富）） 

事務局２名（渡部、近藤） 

ｅ 内 容   ６月２４日の公開セミナーの報告を行いました。７月の植物調査方法に

ついて話し合いをしました。7月12日に実施を予定していた植物観察会

を中止にしました。 

 

（カ）第５回植物調査部会 

ａ 形 式  学習会・マツバボタンの植栽 

ｂ 日 時  ８月２日（火）午前９時～正午 

ｃ 場 所  環境情報センター ２階活動室 

ｄ 参加者  合計９名 

観察員７名（青野、小野、市川、仙田、中、藤井、山口（富）） 

事務局２名（渡部、近藤） 

ｅ 内 容   植物部会所属の中さんが講師となり、環境問題や身の回りのことについ

て、学習会を兼ねた意見交換会を行いました。その後、環境情報センター

の植え込みにマツバボタンの植栽を実施しました。 

（キ）道保川の植物観察会 

ａ 形 式  植物観察会 

ｂ 日 時  ９月１０日（土）午前１０時～正午 

ｃ 場 所  道保川公園 

ｄ 参加者  合計１１名 

観察員９名（青野、荻原、加々宮、仙田、中、藤井、山口（富）、瀧島 

関塚） 

事務局２名（渡部、近藤） 

ｅ 内 容   道保川公園内を散策し、草花の観察会を行いました。２０種程度の植物  

       を記録しました。 
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（ク）第６回植物調査部会 

ａ 形 式  学習会 

ｂ 日 時  １０月８日（土）午前９時～１１時 

ｃ 場 所  環境情報センター 2階活動室 

ｄ 参加者  合計６名 

観察員４名（青野、小野、中、藤井） 

事務局２名（岩下、近藤） 

ｅ 内 容   植物部会所属の藤井さんを講師に、今日の環境問題（食糧問題や原子力  

発電の問題、地球温暖化の問題）について学習会を行いました。 

（ケ）高田橋の植物観察会 

ａ 形 式  植物観察会 

ｂ 日 時  １１月１２日（土）午前１０時～正午 

ｃ 場 所  高田橋から望地までの区間 

ｄ 参加者  合計６名 

観察員４名（小野、加々宮、川崎、藤井） 

事務局２名（岩下、近藤） 

ｅ 内 容   高田橋から史跡田名向原遺跡公園付近までを散策し、草花の観察会を行

いました。５０種程度の植物を記録しました。 
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（２）湧水調査部会 

  ア 設置目的 
     相模川をはじめとする河川と段丘崖に点在する湧水は、相模原市の代表的な自然環境と

いえます。河川や湧水の水質・水量を維持、生態系の保全を図りながら、将来世代に豊か

な水辺を引き継ぐためには継続的な監視が必要であるため、湧水調査部会を設置しました。 

イ 調査概要 
    平成１４年度から１７年度まで行ってきた一次調査の結果を踏まえ、１９年度から２３

年度までの５年間を二次調査期間として、これまで調査した３０箇所のうち、湧水が全く

確認できない１箇所を除外した２９箇所について経年変化を調査し、記録します。今年度

は二次調査の５年目として、清岩寺下、神沢・滝、神沢・上、神沢、老人福祉センター渓

松園下、相模川自然の村裏の６箇所の調査を行いました。 

ウ 調査方法 
     調査方法については、調査結果の比較が容易にできるよう自然環境基礎調査の調査方法

にできる限り近づけています。主な変更点としては、自然環境基礎調査で行ったＢＯＤの

調査は市民参加での調査には適さないことから、ＣＯＤによる調査に変えています。 
 
 

表２－２ 湧水調査方法の概要 

 

項 目 

概 要 

湧水調査部会調査 

（平成１４年度～） 

自然環境基礎調査 

（平成１０年度） 

１ 調査時期 豊水期（９月下旬）と渇水期（１月下旬）の年２回 

２ 調査箇所 ２９箇所を５年で実施 
（第２次調査） 

３０箇所を１年で実施 

３ 水質調査 

（１）水質調査項目 
 ①水温 
 ②溶存酸素量（DO）：測定せず 
 ③水素イオン濃度（pH） 
 ④電気伝導率（EC） 
 ⑤化学的酸素要求量（COD） 
 ⑥湧水量 

（１）水質調査項目 
 ①水温 
 ②溶存酸素量（DO） 
 ③水素イオン濃度（pH） 
 ④電気伝導率（EC） 
 ⑤生物化学的酸素要求量（BOD） 
 ⑥湧水量  

４ 植物調査 

（１）時期 
 豊水期調査及び渇水期調査と同期日 
（２）方法 
湧水周辺の植物について、成育種の

確認、群落の大きさ、生育状況など

を記録 

（１）時期 
夏期植生調査時に実施 
（２）方法 
湧水周辺の植物について、成育種の

確認、群落の大きさ、生育状況など

を記録 

５ 水生生物 
調査 

（１）時期 
豊水期調査及び渇水期調査と同期日 
（２）方法 
湧水地及びこれに続く水路、湿性地

を対象として、水生動物の確認（定

量時間３０分程度の任意採集） 

（１）時期 
豊水期調査と同期日 
（２）方法 
湧水地及びこれに続く水路、湿性地

を対象として、水生動物の確認（サ

ーバーネット及びタモ網を用い定

量時間３０分の任意採集） 
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エ 活動報告 
  （ア）第１回湧水調査 

ａ 形 式  調査（豊水期） 

    ｂ 日 時  ９月１８日（日）午前9時～午後3時 

    ｃ 場 所  清岩寺下、神沢・滝、神沢・上、神沢、老人福祉センター渓松園下、相模 

川自然の村裏（全６箇所） 
    ｄ 参加者  合計１０名 

 観察員７名（井口、岡野、大湖、貝瀬、小林（義）、斎藤（裕）、田畑） 

 事務局３名（岩下、楠、渡部） 

    ｅ 内 容   水質調査班、植物調査班、水生生物調査班の３班に分かれて調査を行い 
           ました。神沢・滝にはタイヤやベニヤ板が捨てられているなど、どの地点

もゴミが目立ちました。水質、植生環

境、管理については概ね普通でした。

老人福祉センター渓松園下は、調査地

点の上下に土管があるため、「湧水」に

該当しない可能性があります。 

 

 （イ）第２回湧水調査 

ａ 形 式  調査（渇水期） 

ｂ 日 時  1月2９日（日）午前9時～午後3時 

ｃ 場 所  清岩寺下、神沢・滝、神沢・上、神沢、老人福祉センター渓松園下、相模  

       川自然の村裏（全６箇所） 

  ｄ 参加者  合計９名 

         観察員６名（青野、井口、岩田、岡野、  

               貝瀬、仙田、） 

  事務局３名（岩下、楠、渡部） 

ｅ 内 容   水質調査班、植物調査班、水生生物

調査班の３班に分かれて調査を行い

ました。清岩寺下、神沢・滝以外の地

点では、水涸れが懸念されます。水質、

植生環境、管理については概ね普通でしたが、水生動物相については清岩

寺下において過去の調査と比較して著しく水生動物相の種数が減ってい

ました。                                                    

  （ウ）調査結果－地点評価－  
 

No 名 称 湧水量 水質 
植生 

環境 

水生 

動物相 
管理 総評 変化 

24 清岩寺下 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ △  
25 神沢・滝 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ ○  
26 神沢・上 Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ △  
27 神沢 Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ △  

28 
老人福祉センター 

渓松園下 
Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ △ 

 

29 相模川自然の村・水路 ‐ - ‐ - ‐ -    － 
30 相模川自然の村裏 Ｃ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ △  

表２－３ 湧水調査部会調査結果（平成２３年度） 
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 （評価基準） 

  
  （エ）通年調査 

ａ 形 式  通年調査 

    ｂ 日 時  6月～５月に月一回（調査地点によって、日時が異なる） 

    ｃ 場 所  表２－４に示した１０地点で行いました。 

 

表２－４ 通年調査地点 

  
   ｄ 参加者  合計１０名（井口、岡野、貝瀬、小泉、小林（義）、斎藤（裕）、鹿内、 

竹内、武田、益子） 

    ｅ 内 容  月に一度、あらかじめ設定した調査地点で湧水調査を実施し、現地で水質

等の測定を行いました。また、現地で湧水のサンプルを採取し、後日分析を

行いました。測定項目と分析項目は表２－５のとおりです。    

           測定結果と代表的な無機陰イオン（塩素イオン、硝酸イオン、硫酸イオン）

分析結果は、図１－１～６のとおりです。 

 ｐHは No．２８、３０において高めで、変動も大きい傾向が見られまし

たが、その他の地点においては概ね６．５～７．５付近でした。７．０未満

と若干酸性側に寄っている地点は、地下水位が浅いことが考えられます。 

 湧水量は多くの地点で９月から１１月と５月に多い傾向が見られました。

これは、降雨量に連動して変動していることが考えられます。また、湧水量

が元々多い地点においては変動が大きい傾向がみられました。 

 電気伝導度はＮｏ．１３、１５、１７、１８において変動が見られ、特に

No．１７では高い値を示していました。その他の地点はほぼ安定した一定の

値を示しました。 

湧水量 Ａ：湧水量が豊富 Ｂ：湧水量がやや豊富 Ｃ：染み出す程度 Ｄ：水涸れする時期

がある 
水質 Ａ：各項目とも良好 Ｂ：普通 Ｃ：生活排水が混入している 
植生環境 Ａ：良好な樹林環境がある Ｂ：樹林がある Ｃ：樹林がない 
水生動物相 Ａ：水生動物相が豊富 Ｂ：普通 Ｃ：水生動物相が貧相 
管理 Ａ：湧水が管理されている Ｂ：とくに管理はされていない Ｃ：管理されておらず、

ゴミが散在している 
総評 ◎：湧水量及び水質並びに周辺環境が良好 ○：湧水量及び水質並びに周辺環境がや

や良好 △：湧水量及び水質並びに周辺環境が貧弱 ×：湧水が水涸れし、湧水地機

能がなし 

地点番号 地点名 備考 

No.３ 道保川公園内 中央区上溝虹吹地先 

No.５ 十二天神社横 南区下溝２４０２（古山地先） 

No.７ フィッシングパーク上 南区下溝下原地先 

No.１０ 相模ヶ丘病院下 南区下溝松原地先 

No.１３ 勝坂遺跡（有鹿谷） 南区磯部上磯部地先 

No.１５ 当麻山公園 南区当麻芹沢地先 

No.１７ 塩田ホーム脇水路 中央区田名８９８３（塩田地先） 

No.１８ 東急工建下 中央区田名塩田地先 

No.２８ 老人福祉センター渓松園下 中央区大島3337（中ノ郷地先） 

No.３０ 相模川自然の村裏 中央区大島3846（上大島地先） 
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陰イオン濃度は塩素イオン、硝酸イオンにおいて多くの地点で変動がみられ 

ませんでした。しかし、No．１７の硫酸イオン濃度は７０mg／Lと高い値 

を示していることから、何らかの汚染があると考えられます。硝酸イオンは、 

どの地点においても１０mg／L以上を示し、特に高い値を示しているNo． 

１０、１３においては、変動も大きく、天然水にはほとんど含まれていない 

ことから、人為的汚染が示唆されました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 現地測定項目 分析項目 

気温 フッ素イオン 

水温 塩素イオン 

pH 亜硝酸イオン 

電気伝導度 臭素イオン 

湧水量 硝酸イオン 

 
リン酸イオン 

硫酸イオン 

表２－５ 湧水年調査測定・分析項目 
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図１－１～６ 凡例 

図１－１ 通年調査による湧水のｐH 図１－２ 通年調査による湧水量 

図１－３ 通年調査による湧水の電気伝導度 図１－４ 通年調査による湧水の塩化物イオン濃度 

図１－５ 通年調査による湧水の硝酸イオン濃度 図１－６ 通年調査による湧水の硫酸イオン濃度 
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（３）河川生物相調査部会 

  ア 設置目的 
     相模川をはじめとする河川には様々な生き物が生息しています。とくに河川に見られる

底生生物を指標とする河川生物相は、種類、個体数などから、水の汚れ具合を見分けるこ

とができます。また、継続的にデータを収集し現況を確認することは、今後の保全策を検

討する上で非常に重要です。 
そのため、河川の生き物に関心を持つ観察員が協力し合い、市内を流れる河川の生物相

調査を行うことを目的に河川生物相調査部会を設置しました。 

イ 活動報告 
  （ア）第１回河川生物相調査部会現地調査 

ａ 形 式  河川生物相調査 
ｂ 日 時  ７月９日（土）９時～正午 
ｃ 場 所  相模川大島キャンプ場下流 
ｄ 参加者  合計１０名 

観察員８名（石島、井口、大湖、岡野、小林（義）、斎藤（裕）、仙田、 
武田） 

           事務局２名（原田、渡部） 
ｅ 内 容   大島キャンプ場下流左岸の相模川で河川生物の調査を実施しました。ヒ

ゲナガカワトビケラ、エルモンヒラタカゲロウ、モノアラガイなど計 25

種の水生生物が確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）水生生物の標本作製 

ａ 形 式  かんきょう学習セミナー 

ｂ 日 時  ９月４日（日）午後2時～午後4時 

ｃ 場 所  環境情報センター 活動室 

ｄ 参加者  合計１６名 

観察員１０名（井口、岡野、加々宮、小林（義）、仙田、武田、星野、水上、

大湖、斎藤（裕）） 

一般市民４名 

事務局２名（原田、渡部） 

  ｅ 内 容   市民（小学生４年生以上）を対象に相模原市立博物館、守屋博文氏を講  

         師として招き水生生物の学習を行い、標本を作製しました。 
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（４）野鳥調査部会 

  ア 設置目的 
    鳥類の生息状況を把握するには、季節的な変動を考慮して年間を通じた調査を行うこと

が必要であるため、全体テーマ調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、相

模原市自然環境基礎調査で得られたデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策

を検討する上で非常に重要です。 
     そのため、野鳥に関心を持つ観察員が協力し合い、現地調査による記録種をもとに、相

模原市の鳥類相の把握や鳥類相から見た緑地・水辺の現況の把握を目的に野鳥の調査を行

うため、野鳥調査部会を設置しました。 

イ 調査概要 
 自然環境基礎調査の野鳥調査において設定した市内１４ルート、１３地点を対象に、２

班体制で追跡調査を行い記録しています。また、野鳥調査部員が、個人または個人が属す

る団体等で行う活動で得た情報を活用し補完します。 
  今年度は、相模原北公園内１ルートと元橋本町の住宅地・大島の台地上の２地点を調査  

 しました。 

ウ 調査方法 
 調査方法については、調査結果の比較が容易にできるように自然環境基礎調査の調査方

法にできる限り近づけることとしました。主な変更点として、姿の確認がない場合であっ

ても鳴き声を２人以上が確認したときは種類のみを記録するようにしました。 
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表２－６ 野鳥調査方法の概要 

エ 活動報告 
（ア）第１回野鳥調査 

ａ 形 式  春季調査（渡り期） 

ｂ 日 時  ５月７日（土）午前９時～正午 

ｃ 場 所  Ａ班 相模原北公園内・元橋本町の住宅地 

Ｂ班 相模原北公園内・大島の台地上 

ｄ 参加者  合計１１名 

観察員９名（青木、内田、大湖、小川、荻原、木村（直）、塩沢、仙田、 

瀧島） 

事務局２名（渡部、原田） 

ｅ 内 容   ２班に分かれて線センサス調査及び定点観察を行いました。 

（イ）第２回野鳥調査部会 

ａ 形 式  夏季調査（繁殖期） 

ｂ 日 時  ６月４日（土）午前９時～正午 

項 目 

概 要 

野鳥調査部会 

（平成１８年度～） 

自然環境基礎調査 

（平成１１年度） 

1 調査時期 

春季調査（渡り期）-5月中旬- 

夏季調査（繁殖期）-6月後半- 

秋季調査（渡り期）-10月後半- 

冬季調査（越冬期）-2月上旬- 

 

春季調査（渡り期）-5月中旬- 

夏季調査（繁殖期）-6月後半- 

補足調査（繁殖期）-8月- 

秋季調査（渡り期）-10月後半- 

冬季調査（越冬期）-2月上旬- 

2 調査個所 
14+Nルート・13+N地点を複数年

かけて調査 

14ルート・13地点を 1年で調

査 

3 調査方法 

［線センサス調査法］ 

・あらかじめ設定したルート上を、

時速１．５km～２kmで歩行し、

調査ルートの片側５０ｍ（両側１

００ｍ）幅の範囲内に出現した鳥

類の種類、個体数等を記録する。 

・姿の確認がない場合であっても鳴

き声を２人以上が確認したとき

は種類のみを記録する。 

・あらかじめ設定したルート上を、

時速１．５km～２kmで歩行し、

調査ルートの片側５０ｍ（両側

１００ｍ）幅の範囲内に出現し

た鳥類の種類、個体数等を記録

する。 

［定点観察法］ 

・あらかじめ設定した調査地点にお

いて、範囲は定めずに１地点３０

分間の観察を行い、出現した鳥類

の種類、個体数等を記録する。 

・姿の確認がない場合であっても鳴

き声を２人以上が確認したとき

は種類のみを記録する。 

・あらかじめ設定した調査地点に

おいて、範囲は定めずに１地点

３０分間の観察を行い、出現し

た鳥類の種類、個体数等を記録

する。 

［任意観察］ 

・野鳥調査部会員が個人又は個人が

属する団体において活動して得

た情報を活用し補完する。 

・上記の手法以外に、調査地域内

を任意に調査し、鳥類相の把握

を行う。 
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ｃ 場 所  Ａ班 相模原北公園内・元橋本町の住宅地 

Ｂ班 相模原北公園内・大島の台地上 

ｄ 参加者  合計１１名 

観察員９名（池川、内田、大湖、小川、田口、田畑、水上、吉岡（歌）、 

吉岡（孝）） 

事務局２名（渡部、原田） 

ｅ 内 容  ２班に分かれて線センサス調査及び定点観察を行いました。 

（ウ）第３回野鳥調査部会 

ａ 形 式  秋季調査（渡り期） 

ｂ 日 時  １０月９日（日）午前９時～正午 

ｃ 場 所  Ａ班 相模原北公園内・元橋本町の住宅地 

Ｂ班 相模原北公園内・大島の台地上 

ｄ 参加者  合計１１名 

観察員９名（内田、大湖、小川、荻原、木村（直）、塩沢、田口、吉岡（歌）、

吉岡（孝）） 
事務局２名（渡部、原田） 

ｅ 内 容   ２班に分かれて線センサス調査及び定点観察を行いました。 

（エ）第４回野鳥調査部会 

ａ 形 式  冬季調査（越冬期） 

ｂ 日 時  １月１５日（日）午前９時～正午 

ｃ 場 所  相模原北公園内・元橋本町の住宅地 

        相模原北公園内・大島の台地上 

ｄ 参加者  合計６名 

観察員３名（大湖、小川、田口（英）） 

事務局３名（渡部、楠、荒谷） 

ｅ 内 容   ２班に分かれて線センサス調査及び定点観察を行いました。 
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（オ）調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相模原北公園内（東端～北総合体育館北側の雑木林（ルート調査）では、ペリカン目 1種、タカ
目 1種、ハト目 1種、キツツキ目 2種、スズメ目（セキレイ科・ヒヨドリ科・ウグイス科・ヒタキ
科・エナガ科・シジュウカラ科・メジロ科・アトリ科・スズメ科・ムクドリ科・カラス科）１３種、

ドバト、合計１９種確認しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

分類 Ｒ５ 

目 科 種 
春季 夏季 秋季 冬季 合計 

H23 H23 H23 H23 H23 

ペリカン サギ アオサギ 1    1 

タカ タカ ツミ   1  1 

ハト ハト キジバト 5 1 4 3 13 

キツツキ キツツキ アオゲラ   1  1 

    コゲラ  1 1 4 6 

スズメ セキレイ ハクセキレイ    1 1 

  ヒヨドリ ヒヨドリ 6 6 7 5 24 

  ウグイス ウグイス  1   1 

  ヒタキ キビタキ 1    1 

  エナガ エナガ 2 1  3 6 

  
シジュウ

カラ 
ヤマガラ    2 2 

    シジュウカラ 1 1 5 2 9 

  メジロ メジロ  1 2 3 6 

  アトリ シメ 3    3 

  スズメ スズメ  5   5 

  ムクドリ ムクドリ 9    9 

  カラス オナガ 3 8   11 

    ハシブトガラス  1 3  4 

野生化した鳥類 ドバト  1   1 

合計 目科種 
種  数 9 11 8 8 19 

個体数 31 27 24 23 105 

表２－７ 野鳥調査部会調査結果 相模原北公園内 

（東端～北総合体育館北側の雑木林（ルート調査） 
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表２－８ 野鳥調査部会調査結果 JA相模原市営農センター西側の畑内の路上（定点調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JA 相模原市営農センター西側の畑内の路上（定点調査）では、タカ目 1種、ハヤブサ目 1種、
キジ目1種、チドリ目1種、ハト目1種、スズメ目（ヒバリ科・ツバメ科・セキレイ科・ヒヨド

リ科・モズ科・シジュウカラ科・ホオジロ科・スズメ科・ムクドリ科・カラス科）13種、ドバト

合計19種確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 Ｐ２ 

目 科 種 
春季 夏季 秋季 冬季 合計 

H23 H23 H23 H23 H23 

タカ タカ トビ 1 2 1  4 

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ   1   1 

キジ キジ キジ 1    1 

チドリ チドリ コチドリ 1    1 

ハト ハト キジバト 7 3 4 2 16 

スズメ ヒバリ ヒバリ 4 4 1  9 

  ツバメ ツバメ   1   1 

    イワツバメ 2 5   7 

  セキレイ ハクセキレイ 1  1  2 

    セグロセキレイ     3 3 

  ヒヨドリ ヒヨドリ    24  24 

  モズ モズ 2 1 1  4 

  シジュウカラ シジュウカラ    3  3 

  ホオジロ ホオジロ     6 6 

  スズメ スズメ 8 12 18  38 

  ムクドリ ムクドリ 7 7  3 17 

  カラス ハシブトガラス 1    1 

    ハシボソガラス    2  2 

    （カラスの仲間）   2   2 

野生化した鳥類 ドバト 5 10 5  20 

合計  目科種 
種  数 12 11 10 4 19 

個体数 40 48 60 14 162 
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表２－９ 野鳥調査部会調査結果 元橋本町 35番地付近（定点調査） 

元橋本町 35番地付近（定点調査）では、カツオドリ目 1種・ハト目 1種・スズメ目（ツバメ科・
セキレイ科・ヒヨドリ科・シジュウカラ科・スズメ科・ムクドリ科・カラス科）８種、ドバト、合

計１１種類確認しました。 
 

分類 Ｐ９ 

目 科 種 
春季 夏季 秋季 冬季 合計 

H23 H23 H23 H23 H23 

カツオドリ ウ カワウ    1  1 

ハト ハト キジバト 2  1 1 4 

スズメ ツバメ ツバメ 5 3   8 

  セキレイ ハクセキレイ 1  2 3 6 

  ヒヨドリ ヒヨドリ 3 3 13 3 22 

  シジュウカラ シジュウカラ   1  1 

  スズメ スズメ 2 3 11  16 

  ムクドリ ムクドリ 3 9 2 1 15 

  カラス ハシボソガラス     2 2 

    ハシブトガラス     4 4 

野生化した鳥類 ドバト 7 9  40 56 

合計  目科種 
種  数 7 5 7 7 1１ 

個体数 23 27 31 54 135 
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２ 自主テーマ調査 
 自然環境には地域差があり、局地的に生息・生育する種などは市内全域を対象とした調査に

適さないものも多く、また、観察員の興味・関心や経験なども様々です。さらに、「全体テーマ

調査」だけでは、市内の自然環境を評価するには不十分であるため、自主テーマによる調査を

導入することにより、より多くのデータを集積することを目的としています。テーマの選択・

実施方法・調査時期は、観察員自身が設定して調査をしました。 
 
（１）自主テーマ調査の紹介 
  ５件の自主テーマ調査の調査結果の提出がありました。 

 
表２－１０ 自主テーマ調査一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎｏ 報告者 調査テーマと内容 

1 加々宮 興 

東林ふれあいの森のウバユリ分布調査（６月７日～８月２５日） 

林内の歩道で仕切られている９つの場所をそれぞれA～Iとし、調

査区域として実体調査を実施した。 

２ 加々宮 興 

キツネノカミソリの開花分布調査（７月１０日～９月１０日） 

「東林ふれあいの森」では、H区域で4～5年前に発生開花した

ものが、徐々に繁殖し、今年（平成２３年度現在）では 523株

以上の花を目視で確認した。 

３ 加々宮 興 東林ふれあいの森で出会った春の花（４月１日～５月３１日） 

４ 加々宮 興 東林ふれあいの森で出会った初夏の花（６月１日～７月３１日） 

５ 早戸 正広 

【上鶴間周辺のチョウの調査】（４月１６日～１１月２３日） 

自宅のある上鶴間周辺のチョウについて、無理のない範囲で記録

に残している。 

普段は市外で働いているため、移動時の目撃記録が主な物である。

したがって、記録数は多くない。 

数年間継続しているため、チョウ相がだんだん見えてきた。 

丹念な調査を行っていないため、すべての種の把握には至ってい

ないと思われる。 
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報告No１ 東林ふれあいの森のウバユリ分布調査結果 
報告者：加々宮 興 

 
（1）開花株総数  553株 （目視） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6）花の大きさ（全体平均値）   （測定具：ノギス） 

 
 
 
 
 
 

（7）葉の大きさ（全体平均値）   （測定具：ノギス） 
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